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群馬県では今後１０年間の社会資本の整備や維持管理を推進する上での

基本的な考え方や具体的な取組を示す「ぐんま県土整備プラン２０２０」

を昨年１２月に策定しました。頻発化・激甚化する気象災害の新たな脅威

にしっかりと対応できる「災害レジリエンスNo.1」の実現に向けて、「ハ

－ド」と「ソフト」が一体となった防災･減災対策を計画的かつ重点的に推

進します。

浸水被害が発生した地域などの安全性の向上取組１

令和元年東日本台風(台風第１９号)の

際に水が溢れた鏑川(高崎市・富岡市)、

八瀬川(太田市)など９河川の堤防の嵩上

げを行います。

既存堤防の決壊防止取組２

令和元年東日本台風では千曲川(長野県)や阿武隈川

(福島県)、令和2年7月豪雨では球磨川(熊本県) などで

堤防が決壊し甚大な被害が発生しました。これを踏まえ、

既存堤防の弱点を改善するため、広瀬川や石田川ほか１

５河川の堤防を強化します。

社会経済の壊滅的な被害を回避する河川整備の加速化取組３

河川の背後に人口や資産が集積し、洪水が

発生した場合には甚大な被害が発生するおそ

れのある利根川(伊勢崎市・玉村町)、休泊川

(大泉町)、石田川・八瀬川・大川(太田市)、

烏川(高崎市)の改修を重点的に進めます。

頻発化する豪雨による洪水に対応するため、令和元年東日本台風などに

より河川やダムに異常堆積した土砂を除去することで、本来の河川やダム

の流下・貯水能力の維持・回復を進めます。

「災害レジリエンス」とは・・・・
想定外の大規模な災害時においても、致命傷を回避しつつ被害を最小化する「防災力」、そして県民の
暮らしや経済活動を速やかに立ち直らせる「回復力」のこと。災害に対する強靱性。

頻発化する豪雨に対応する河川やダムの機能の維持・回復取組４

土のうによる緊急嵩上げ 嵩上げ対策前

【緊急対策(完了)】 【令和４年度まで】

堤防嵩上げ

堤防強化

利根川（伊勢崎・玉村工区） 休泊川（下流工区）

河道の堆積土除去

（河川課川づくり係）

土のう



「マイ・タイムライン」とは、洪水が
起きそうなときに、自分自身がとるべき
行動を時系列的に整理した住民一人ひと
りのオーダーメイド型の防災計画です。
台風等の大雨のときに「いつ」、「何を
するのか」をあらかじめ明確にしておく
ことで、逃げ遅れることなく落ち着いて
避難行動にうつすことができます。県と
市町村では、各地で「マイ・タイムライ
ン」のつくり方を分かりやすく説明する
ワークショップを開催していきますの
で、たくさんの皆様にご参加いただけま
すようお願いします。

マイ・タイムライン（ 国土交通省）
※マイ・タイムライン検討ツール 「逃げキッド」
のダウンロードができます。

（河川課水害対策室防災係）

（河川課河川企画係）

◆ハザードマップを確認しましょう
皆さんは「ハザードマップ」をご覧になったことがありますか？「ハザードマップ」
は洪水のときに浸水するおそれのある区域や避難場所などを地図上に示したものです。
もしお持ちでなければ、以下のサイトから各市町村のハザードマップを見ることができ
ます。（ハザードマップポータルサイト：https://disaportal.gsi.go.jp/）
◆もっと詳しく知りたい方へ
国土地理院の「浸水ナビ」のサイトでは、県内の主な河川の堤防が決壊したときに、
どこが・いつ・どのくらい浸水するかをアニメーションやグラフで確認することができ
ます。（浸水ナビ：https://suiboumap.gsi.go.jp/）



令和元年東日本台風では、県内全域で河川・道路などの公共土木施設が多く被災
しました。特に被害の大きかった西毛地域や吾妻地域等では、今年度中の完了を目
指して現在も復旧工事を進めています。工事にご尽力いただいている皆様に、この
場をお借りして厚くお礼申し上げます。

（河川課水害対策室防災係）

一級河川 市野萱川（下仁田町南野牧）の護岸の復旧状況

大雨の際には、市町村の防災無線やテレビ・ラジオの防災情報だけでなく、近
くの河川の水かさがどれくらい増えてきているか、ということがとても大事な情
報になります。このため県では、各地の河川の今の状況を知ることができるよ
う、カメラや水位計の設置を進めています。以下のページで見ることができます
ので、ぜひ一度ご確認ください。
・川の水位情報：https://k.river.go.jp/
・群馬県水位雨量情報システム：https://www.river-gunma.jp/

川の水位情報

群馬県水位雨量情報システム

（河川課水害対策室防災係）

被災状況 完成状況



＊ あとがき ＊

ニュースレターへの掲載希望や、ご意見・ご質問がございましたら、下記送付先までご連絡く

ださい。河川愛護活動や川づくりへの取り組みに関する情報を特に募集しております。

【送付先】群馬県県土整備部河川課河川管理係 〒371-8570 前橋市大手町1-1-1

TEL：027-226-3612／FAX：027-224-1368／E-mail：kasenka@pref.gunma.lg.jp

◆観光
桐生川ダムは桐生市街地から車で２０分程の場所にあり、ダム湖（梅田湖）周辺の広
場や遊歩道、公園は人々の憩いの場となっています。また、梅田湖ではボートに乗って
ワカサギ釣りが楽しめるほか、ダム上流の桐生川河畔林は林野庁の水源の森百選にも選
ばれており、秋には鮮やかな紅葉を見ることができます。

群馬県河川協会と群馬県では、長年にわた
り河川愛護・美化活動に尽力されている団体
や個人を表彰しています。昨年は14団体の
皆様を表彰させていただきました。

【受賞団体】

（河川課河川管理係）

千代田町一丁目自治会 広瀬川緑道愛護会（前橋市）
宮田ほたるの里を守る会（渋川市）
子持フィッシングクラブ（渋川市）
八幡会（榛東村）
広瀬川竜宮フラワーロード会（伊勢崎市）
粕川フラワーロードの会（伊勢崎市）
福言寺組合（高崎市）
清友会（高崎市）
池田自治会（安中市）
藤岡市第５６区（藤岡市）
真政区赤石会（みなかみ町）
大舘中部地区（太田市）
ボーイスカウト桐生第６団 赤城風の子クラブ（桐生市）
多々良沼自然公園を愛する会（館林市）

◆概要
桐生市梅田町にある桐生川ダム
は、多目的ダムとしては県施工第１
号の重力式コンクリートダム（高さ
６０．５ｍ）です。洪水被害の軽
減、既得取水の安定化、水道水源の
確保、発電を目的に昭和４９年４月
から調査測量に着手し、約９カ年の
歳月を経て昭和５８年３月に完成し
ました。

（河川課水害対策室防災係）


